
く
ん
ち
祭

秋
空
に
舞
う

く
ん
ち
祭
と
は

小
城
町
晴
気
の
静
か
な
山
あ
い
に
あ
る
天
山
社
に
賑
や
か
な
鉦
の
音
と
共
に
、

色
と
り
ど
り
の
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
人
々
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
年
10
月
に

行
わ
れ
る
「
く
ん
ち
祭
」。
４
０
０
年
間
受
け
継
が
れ
て
き
た
神
様
へ
の
感
謝
の
祭
で
す
。

秋空に舞う おくんち

相関図：関ヶ原の戦い

閑室元佶

信頼

《鍋島家》

石
田
三
成

立
花
宗
茂

加担
VS

関
ヶ
原
の
戦
い

の
後
に
攻
撃

［父］鍋島直茂 ［子］鍋島勝茂

西
軍

東
軍

浮
立
と
は

ふ  

り
ゅ
う

［所蔵先名］財団法人鍋島報效会
［作家名］ 狩野探幽（伝）
［作品名］ 徳川家康画像（東照大権現像）（部分）
［所蔵先名］ 徳川美術館
ⓒ徳川美術館イメージアーカイブ /DNPartcom

［所蔵先名］三岳寺

権利者の許可なく複製・転用・販売といった二次利用をすることをかたく禁じます。

さ
い

徳川家康
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天
山
社
の
「
く
ん
ち
祭
」

　　
毎
年
、
晴
気
の
天
山
社
で
は
10
月
15
日

に
近
い
日
曜
日
に
く
ん
ち
祭
が
行
わ
れ
、

浮
立
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
で
も

浮
立
を
奉
納
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す

が
、
天
山
社
で
は
４
０
０
年
の
歴
史
が
あ

り
、
そ
の
始
ま
り
は
興
味
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
浮
立
を
奉
納
す
る
担
当
の
地
区
を
注し

連め

元も
と

と
呼
び
ま
す
。
天
山
社
に
は
10
の
注
連

元
が
あ
り
、
輪
番
制
で
面
浮
立
や
天
衝
舞

な
ど
特
徴
あ
る
浮
立
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
１
０
０
人
以
上
が

関
わ
る
く
ん
ち
祭
。
近
年
は
、
少
子
高
齢

化
に
よ
り
継
承
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
く
ん
ち
祭さ

い

の
時
に
奉
納
さ
れ

る
浮
立
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
、
佐
賀
県
を
中
心
に
行
わ
れ

て
い
る
民
俗
芸
能
で
す
。

　
浮
立
を
奉
納
す
る
の
は
、

二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

◦
神
様
へ
の
感
謝

　
・
五
穀
豊
穣

　
・
無
病
息
災

　
・
無ぶ

事じ

安あ
ん

寧ね
い

◦
神
様
へ
の
祈
願

　
・
豊
年
祈
願

　
・
雨
乞
い

　
・
水
害
除
け
祈
願

　
佐
賀
県
内
の
浮
立
で
は

鹿
島
市
の
面め

ん

浮ぶ

立り
ゅ
う、
佐
賀

市
富
士
町
の
天て

ん

衝つ
く

舞ま
い

が
有

名
で
す
。

鍋
島
家
の
存
続
を
か
け
た
戦
い

　　
天
山
社
で
の
く
ん
ち
祭
の
始
ま
り
は
、

４
０
０
年
前
の
関
ヶ
原
の
戦
い（
１
６
０
０

年
）
に
ま
で
遡さ

か
の
ぼ

り
ま
す
。

　
佐
賀
藩
の
鍋
島
家
は
関
ヶ
原
の
戦
い
の

際
、
石
田
三
成
率
い
る
西
軍
方
に
つ
き
、

徳
川
家
康
率
い
る
東
軍
方
と
敵
対
す
る
立

場
を
と
り
、
敗
北
し
た
た
め
、
一
時
、
断

絶
の
危
機
に
陥
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
窮
地
を
救
っ
た
の
が
小

城
町
晴
気
出
身
の
閑か

ん

室し
つ

元げ
ん

佶き
つ

で
す
。
元
佶

は
徳
川
家
康
に
仕
え
た
人
物
で
、
関
ヶ
原

の
戦
い
で
は
、
家
康
の
側
で
戦
の
吉
凶
を

占
っ
て
い
ま
し
た
。
家
康
の
信
任
が
厚
い

元
佶
ら
の
尽
力
に
よ
り
鍋
島
家
は
、
お
家

再
建
の
チ
ャ
ン
ス
を
も
ら
い
ま
す
。
そ
れ

は
同
じ
西
軍
、
石
田
方
と
し
て
戦
っ
た
筑

後
柳
川
藩
の
立
花
宗
茂
の
討
伐
で
す
。

　
鍋
島
家
は
、
強
大
な
勢
力
を
持
つ
立
花

家
の
討
伐
戦
勝
を
祈
願
す
る
た
め
に
、
佐

賀
藩
の
祈
願
所
で
あ
る
天
山
社
に
参
拝
し

ま
す
。
そ
の
後
、
鍋
島
家
は
立
花
宗
茂
の

討
伐
に
勝
利
を
収
め
、
家
康
の
機
嫌
を
と

り
な
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。



奉
納

秋空に舞う おくんち

奉
納
に
込
め
る
思
い

《天山社の注連元》
浮立を奉納する担当地区
のことで、天山社には
10の注連元があります。

し　め　も　と
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受
け
継
が
れ
て
い
る
参
拝

　　

立
花
宗
茂
を
討
伐
後
、
鍋
島
勝
茂
は

す
ぐ
に
戦
勝
祈
願
成
就
の
奉
告
の
た
め
、

行
列
を
整
え
天
山
社
に
参
拝
し
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
か
ら
毎
年
９
月
15
日
に
は
、
佐

賀
城
か
ら
大
名
行
列
を
な
し
て
参
拝
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
晴

気
ま
で
参
拝
す
る
こ
と
は
容
易
で
な

か
っ
た
た
め
、
天
山
社
の
氏
子
で
あ
る

農
民
に
代だ

い

参さ
ん

を
命
じ
ま
す
。
そ
の
後
、

毎
年
藩
主
に
代
わ
り
農
民
た
ち
が
盛
大

に
大
名
行
列
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
そ
の
年
の
注し

連め

元も
と

の
中

円
えん
光
こう
寺
じ
・庄

しょう

東
ひがし

小
こ
松
ま つ
・川

か わ ら
原・郷

ごう
の木

き

寺
てら
浦
うら

西
にしのたに
谷・鷺

さぎ
ノ
の
原
はる
・平

ひら
原
ばる

　
『
注
連
元
行
事
は
、
現
存
し
て
い
る

晴
田
の
年
中
行
事
の
代
表
的
な
も
の
で
、

永
久
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
で
す
。』

　

こ
れ
は
、
先
代
の
宮
司
が
残
し
た
言

葉
で
す
。
最
初
は
、
注
連
元
行
事
の
意

味
す
ら
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

宮
司
と
し
て
毎
年
、
注
連
元
行
事
に
関

わ
っ
て
い
く
う
ち
に
こ
の
言
葉
を
噛
み

し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
伝
統
芸

［上］内
うち

浦
うら

西
にし
（本

ほん
山
ざん
・小

お
城
ぎ
中
なか

村
むら
・寒

さむ
気
け
）

［下］川
かわ

内
ち

天
山
社

円え
ん

城じ
ょ
う

寺じ

雄ゆ
う

二じ
宮
司
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か
ら
選
ば
れ
た
藩
主
の
代
理
を
「
殿
さ

ま
＝
ト
ン
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
始
ま
っ
た
代
参
の
行
事
も

時
と
と
も
に
一
つ
の
祭
礼
と
化
し
、
注

連
元
行
事
と
呼
ば
れ
、
そ
の
大
名
行
列

も
明
治
25
年
頃
か
ら
は
浮
立
の
奉
納
に

替
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。　砂

いさ
田
こだ
・轡

くつわがり
ヶ里・畑

はたけ
田
だ

峰
みね

黒
くろ
原
ばる
・出

で
分
ぶん

宿
しゅく
・一

いっ
本
ぽん
松
まつ
・西

にし
晴
ばる
気
け

松
まつ
葉
ば
・中

ちゅう
善
ぜ ん
寺
じ

能
で
あ
る
浮
立
が
、
各
地
で
消
滅
し
て

い
く
中
で
、
天
山
社
の
注
連
元
の
浮
立

が
、
毎
年
欠
か
す
こ
と
な
く
継
承
さ
れ

て
き
た
こ
と
は
貴
重
な
こ
と
で
す
。

　

た
だ
、
注
連
元
の
一
つ
で
あ
る
川
内

の
浮
立
が
、
過
疎
化
の
た
め
に
危
機
に

瀕ひ
ん

し
て
い
ま
す
。
保
存
会
が
作
ら
れ
、

川
内
浮
立
の
演え
ん
者じ
ゃ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

川
内
浮
立
は
、
子
ど
も
に
向
い
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
財
、
伝

統
芸
能
に
関
心
の
あ
る
小
中
学
生
の
皆

さ
ん
、
川
内
浮
立
保
存
運
動
に
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

注
し

連
め

元
も と

行事
　天山社のくんち祭

さい
に浮立を奉納

する行事です。その年担当の注連
元は、約１年を通して行事を行い
ます。

１月　初
は つ

寅
と ら

　年が明けて最初の寅の日にそ
の年の殿様を決めます。殿様を
中心とした注連元が、くんち祭
の浮立の奉納を行うことを神様
に誓います。

８月　榊
さかき

立
た

て
　８月７日に行われ、こ
の日の神事で神の依

より
代
しろ

と
なった神

ひも

籬
ろぎ

は締め
上げの日
まで殿様
の家に祀

まつ

られます。

９月　八
は っ

朔
さ く

　八月朔
さく

日
じつ

の略で、旧暦の8月1日
のこと。天山社では、新暦の９月
１日に行われます。神事の後に浮
立の打ち込みが行われ、この日か
ら浮立の稽古が始まります。

10月　くんち祭奉納
　以前は９月15日に行われていま
したが、現在では10月15日に近
い日曜日に行われています。

10月　締
し め

上
あ

げ
　くんち祭の翌日に行われます。
神事で使った榊・御

ご
幣
へい

などを縄で
竹に巻き込み、シメを作り、シメ
の最上部に神

ひも
籬
ろぎ

を差し、殿様の庭
に立てます。これでほぼ一年がか
りの注連元行事が終了となります。

◀
神
籬

◀�

榊
立
て
が
な
さ
れ
た
殿

様
宅



受
継
ぐ
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峰地区　大殿
樋口　博さん
ひ  ぐち　　ひろし

三
里
地
区

　花

　康
行
宮
司

は
な
ぞ
の
ひ
ろ
ゆ
き

岩
蔵
地
区

　泉
靖
雄
宮
司

い
ず
み 

や
す   

お

今回、おじいちゃんは小唄、お父さんは笛、お母
さんは鉦の演者として、家族三世代で出演されます。

現
在
、
練
習
に
励
ん
で
い
る
三
根
君
。

力
強
い
ア
ド
口
上
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

①10 年前の映像を見ながら振りの確認。
②先輩たちの振りを見ながら体を動かします。
③和やかな雰囲気で鉦を練習する女性たち。
④音が出せるまでに時間がかかります。
⑤鉦を叩く撞木は叩くうちに繊維が開いていきます。
⑥笛と鉦の楽譜は文字のみのため、練習を重ね音を合わせていきます。
⑦扇子にぎっしりと書き込まれたの小唄の歌詞。

① ②

③

⑤ ⑥ ⑦

④

しゅもく

受
継
ぐ

三根 汐温君

　神様への感謝の言葉を述べる
、それが「アド口上」

です。大事なその役割は、穢れを
知らない神様に近い

存在として、子どもが担います。
今回務めるのは峰地

区唯一の小学６年生の三根君です
。三根君は「選ばれ

たことを聞いて嬉しかったです。
当日は、みんなに聞

こえるように、大きな声で口上を
述べたいです」と話

してくれました。また、10年後に
は面の舞手として出

演したいと語ってくれました。

◎天山社 10月14日㊐
・天山社　　 11時～12時20分

・牛尾神社　 11時～
◎牛尾鉦浮立 10月14日㊐

今年の浮立 Schedule of this year

秋空に舞う おくんち

　通称、「権現さん」と地域の方に親しまれている牛尾神
社。古くから天災地災の時に神霊の加護を祈念していまし
た。それを1738年から豊年を感謝する秋祭（おくんち）と
して毎年10月15日に、９つの注連元が輪番制で浮立を奉
納されていました。しかし、少子化の中、継承が難しかった
のですが、今年は18年ぶりに鉦浮立・浦安の舞を奉納する
ことができるようになりました。これからも伝統の祭りで
ある鉦浮立を継承・保存していきたいと思っています。

～牛尾鉦浮立～

　「島原・天草一揆」制圧の後に、1638年から国家安
全を願い、毎年旧暦の９月15日に浮立が奉納された
のが始まりです。６つの注連元である大日地区が面
浮立、それ以外の５地区が天衝舞（鉦浮立）を輪番制
で奉納しています。最近は人口の減少でだんだんと
舞手が少なくなり、浮立の継承が難しい注連元もあ
りますが、400年受け継いだ伝統を守っていきたい
ですね。

～岩蔵天山神社浮立～

●天山社 290

332

長崎自
動車道

小城庁舎
●

（唐津街道）小城駅
●

牛津川

●牛尾神社

203

ごんげん

み　　ね　　　し　 おん

けが

こうじょう
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注し

連め

元も
と

を
担に

な

う

　

私
た
ち
世
代
で
は
「
や
っ
て
当
た
り

前
」
と
い
う
感
覚
で
す
。
子
ど
も
の
頃

か
ら
参
加
し
て
い
ま
し
た
の
で
、「
き
た

か
！
」
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

　

こ
の
祭
を
執と

り
行
う
に
は
、
大お

お

殿と
の

、

小こ

殿と
の

の
執
行
陣
と
、
三さ

ん

夜や

待ま
ち

の
仲
間
の

存
在
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
横
の
『
つ
な

が
り
・
協
力
』
は
大
き
い
で
す
ね
。

「
面め

ん

浮ぶ

立り
ゅ
う

」
を
舞
う

　

峰
地
区
は
、
天
山
社
の
注
連
元
の
中

で
唯
一「
面
浮
立
」を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
の
浮
立
に
は
、
小こ

唄う
た

が
５
番
ま

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
舞
の
振
り
も
異

な
り
ま
す
。
リ
ズ
ム
を
体
に
刻
む
た
め
、

小
唄
に
あ
わ
せ
て
舞
を
練
習
し
て
い
ま

す
。

　

鬼
の
面
を
つ
け
て
踊
る
舞
手
は
、

40
、
50
代
ま
で
の
男
性
で
構
成
し
、
年

齢
を
重
ね
る
と
小
唄
役
に
変
わ
り
ま
す
。

　

笛
役
の
人
は
、
年
齢
と
共
に
指
導
役

に
も
な
り
ま
す
。
女
性
は
、
鉦か

ね

を
叩
き

ま
す
。

　

練
習
の
時
は
、
演
舞
の
方
法
や
音
色

な
ど
を
長
老
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
、

若
い
世
代
に
教
え
て
い
ま
す
。

苦
労
す
る
こ
と

　

浮
立
の
準
備
の
中
で
は
、
人
集
め
が

一
番
大
変
で
す
ね
。
地
区
32
世
帯
の
内

で
、
予
定
人
員
は
65
人
で
す
が
、
祭
の

中
核
と
な
る
20
代
、
30
代
が
仕
事
の
関

係
な
ど
で
参
加
す
る
の
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
中
学
生

か
ら
声
を
か
け
練
習
に
参
加
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
中
に
は
家
族
総
出
で

参
加
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

よ
。
練
習
は
、
八は

っ

朔さ
く

で
あ
る
９
月
１
日

か
ら
本
番
を
目
指
し
毎
晩
22
時
く
ら
い

ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
学
校

や
仕
事
、
家
事
を
終
え
て
か
け
つ
け
て

い
た
だ
き
、本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

浮
立
に
向
け
て

　
最
初
、
「
殿
様
を
し
て
く
れ
ん
ね
…
」

と
言
わ
れ
た
時
、「
自
分
な
ん
か
に
は
…
」

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
恩
返
し
の
つ
も

り
で
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

く
ん
ち
祭さ

い

は
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
行
う
、
大
行
事
で
す
。
こ
の
祭
を
通

し
て
幅
広
い
世
代
の
人
た
ち
が
触
れ
合

う
き
っ
か
け
に
も
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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峰地区　大殿
樋口　博さん
ひ  ぐち　　ひろし

三
里
地
区

　花

　康
行
宮
司

は
な
ぞ
の
ひ
ろ
ゆ
き

岩
蔵
地
区

　泉
靖
雄
宮
司

い
ず
み 

や
す   

お

今回、おじいちゃんは小唄、お父さんは笛、お母
さんは鉦の演者として、家族三世代で出演されます。

現
在
、
練
習
に
励
ん
で
い
る
三
根
君
。

力
強
い
ア
ド
口
上
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

①10 年前の映像を見ながら振りの確認。
②先輩たちの振りを見ながら体を動かします。
③和やかな雰囲気で鉦を練習する女性たち。
④音が出せるまでに時間がかかります。
⑤鉦を叩く撞木は叩くうちに繊維が開いていきます。
⑥笛と鉦の楽譜は文字のみのため、練習を重ね音を合わせていきます。
⑦扇子にぎっしりと書き込まれたの小唄の歌詞。

① ②

③

⑤ ⑥ ⑦

④

しゅもく

受
継
ぐ

三根 汐温君

　神様への感謝の言葉を述べる
、それが「アド口上」

です。大事なその役割は、穢れを
知らない神様に近い

存在として、子どもが担います。
今回務めるのは峰地

区唯一の小学６年生の三根君です
。三根君は「選ばれ

たことを聞いて嬉しかったです。
当日は、みんなに聞

こえるように、大きな声で口上を
述べたいです」と話

してくれました。また、10年後に
は面の舞手として出

演したいと語ってくれました。

◎天山社 10月14日㊐
・天山社　　 11時～12時20分

・牛尾神社　 11時～
◎牛尾鉦浮立 10月14日㊐

今年の浮立 Schedule of this year

秋空に舞う おくんち

　通称、「権現さん」と地域の方に親しまれている牛尾神
社。古くから天災地災の時に神霊の加護を祈念していまし
た。それを1738年から豊年を感謝する秋祭（おくんち）と
して毎年10月15日に、９つの注連元が輪番制で浮立を奉
納されていました。しかし、少子化の中、継承が難しかった
のですが、今年は18年ぶりに鉦浮立・浦安の舞を奉納する
ことができるようになりました。これからも伝統の祭りで
ある鉦浮立を継承・保存していきたいと思っています。

～牛尾鉦浮立～

　「島原・天草一揆」制圧の後に、1638年から国家安
全を願い、毎年旧暦の９月15日に浮立が奉納された
のが始まりです。６つの注連元である大日地区が面
浮立、それ以外の５地区が天衝舞（鉦浮立）を輪番制
で奉納しています。最近は人口の減少でだんだんと
舞手が少なくなり、浮立の継承が難しい注連元もあ
りますが、400年受け継いだ伝統を守っていきたい
ですね。

～岩蔵天山神社浮立～

●天山社 290

332

長崎自
動車道

小城庁舎
●

（唐津街道）小城駅
●

牛津川

●牛尾神社

203

ごんげん

み　　ね　　　し　 おん

けが

こうじょう

H24.10.5号小城広報 6


